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平成３１年１月７日
（館林市立第六小学校 TEL 72-4060 ・ FAX 72-4072） 校長 小山 真一

謹んで、新年のお慶びを申し上げます！
明けまして、おめでとうございます。
各ご家庭におかれましては、この冬休みの間、食卓を囲んで、一家団らんの楽しい時間を過ご

されたことと思います。また、普段忙しく、ゆっくりお子さんと話ができなかったご家庭も、久
しぶりにくつろがれ親子の絆が深まったことと思います。そして、私からの宿題「ぎゅっ～とし
てもらう」もたっぷりしていただいたことと思います。
ところで、３学期は、授業日が５４日（６年生は５２日）間しかなく、１年の中で一番短い学

期ですが、最も重要な学期です。それは、１年間のまとめの学期であり、４月から新しい学年に
進級するための支度を調える学期だからです。学校では、一日一日
を大切にしながら、落ち着いた雰囲気の中で、子どもたちが「笑顔
あふれる、明るく楽しく元気な」学校生活を送れるよう支援してい
きたいと考えております。
３学期も、六小全ての子どもたちのために、職員一丸となって誠

心誠意努力して参る所存です。保護者や地域の皆様には、変わらぬ
ご理解ご協力をよろしくお願い申し上げます。
始業式には、「一年の計は元旦にあり」の話とレオ・レオーニさん

の絵本「どうするティリー？」の読み聞かせを中心に、「自分で立て
た計画は、できるようになるまで、あきらめずに頑張りましょう！」
という話をしました。

風邪やインフルエンザに注意を！
小寒を迎え、一段と寒さが厳しくなってまいりました。雨も降らず

空気も大変乾燥してきております。この時期一番心配されることはイ
ンフルエンザの流行です。本校では幸いにも、２学期に感染者は出ま
せんでしたが、予防として、朝の健康観察や休み時間後のうがい・手
洗いの励行と部屋の加湿に気を付けています。各ご家庭でもお子さん
の健康管理につきましてよろしくお願いいたします。また、うがいに
つきましては、水道水によるうがいも効果がありますが、紅茶や緑茶
によるうがいはそれらに含まれる「カテキン」に殺菌作用があること
から、より効果的であるといわれております。さらに、水道水を沸か
すことにより、喉の粘膜にも優しくなります。本校では、風邪やイン
フルエンザの予防として、この紅茶や緑茶によるうがいも認めております。ぜひ、「ぬるめの緑
茶やウーロン茶を各自水筒に入れ持参する（熱いと危険）。衛生管理上、水筒に入れた緑茶やウ
ーロン茶は毎日入れ替える。砂糖は入れない。」等、ご留意いただき、無理のない範囲でよろし
くお願いいたします。合わせて『早寝・早起き・朝ご飯』やマスクをすることも風邪の予防には
効果的と考えます。なお、発熱や頭痛、体がだるい等の症状がある場合は、インフルエンザにか
かってしまっている可能性もありますので無理せず、早めに病院で見てもらうことをお勧めしま
す。

書き初め練習頑張る！
３～６年生は、書き初めに向けて、冬休みに宿題で練習を頑

張ったと思います。２学期中に練習は始まっていて、１２月１
８日（火）は３，４年生、１９日（水）には５，６年生が習字
講師の井上美智子先生の指導のもと、練習を頑張りました。特
に３年生は、大筆を使うことが初めての児童も多く苦労してい
ましたが、少しずつ慣れて堂々とした字を書くようになってき
ました。４～６年生も、大筆を使うのは１年に１回なので、最
初からというわけにはいきませんが、直ぐに慣れて、立派な字 ＜こう書きます！＞
を書いていました。書き初めは、１月１５日（火）、１６日（水）で行う予定です。



イチョウ並木のイルミネーション設置１０周年！
この季節になると、イチョウ並木のライトアップがきれいです

ね。これはファージ＝クラブの方々のご厚意で実施されているの
をご存じでしょうか。昨年の「六GOっ子」でも紹介したので覚え
ている方もいらっしゃると思います。以下は、その時の記事の引
用です。

ファージ＝クラブの代表、小林晃さんに伺いました。「ファ
ージ＝クラブというのは、子どもたちのために母親だけでなく、
父親も何かできないか、ということで結成しました。六郷公民館祭り等で、唐揚げを安く提
供していました。１０年ほど前、若干出た利益をどう還元するか話し合った時に、イチョウ
並木のイルミネーションという案が出ました。そこで、教育委員会や当時の校長先生に許可
を得て、お金を出し合い、配線工事なども自分たちで行い、ライトアップを始めました。」
というお話をしていただきました。毎年少しずつ増やしているそうです。

そして、今年はイルミネーション設置１０周年を記念して、１２月１日（土）に点灯式が開催
されました。イルミネーションは、１２月上旬～１月末まで、１６：３０頃～２２：００頃点灯
しているそうです。感謝しながら、楽しみたいですね。

保護者の皆様へのお願いです！
★虫歯や病気の治療について
１学期には、たくさんの検診や検査（歯科、耳鼻科、内科、心臓、視力、

尿、聴力等）を行いました。歯科検診では、むし歯がある児童が８０名い
ました。また、視力検査でＢ、Ｃ、Ｄだった児童が７１名いました。１学
期末で、まだ治療が終わっていない児童が、歯科で４１名、眼科で４０名
いました。２学期末では、歯科で２４名、眼科で３７名になりました。も
う一息です。ぜひ今年度中には治療を済まされるよう、お願いいたします。
★自転車に乗るときには、必ずヘルメットの着用を！
本校では、自転車に乗るときには、ヘルメットを着用させています。保護

者の皆様のご協力により、ほとんどの児童がヘルメットを被っています。た
だ、時折未着用の児童を見かけ、指導していることも事実です。交通ルール
の遵守（特に飛び出し等）も合わせて、今一度ご家庭でも話し合っていただ
けると幸いです。

５０のルール［39］ 笑顔であいさつしよう
あいさつは人とつき合う上での基本です。
でも、ただあいさつすればいいというわけではありません。
笑顔で明るくあいさつすれば、お互い気持ちよくなり、楽しい生活が送れます。

５０のルール［40］ 人に助けてもらったら「ありがとう」を言おう
困っているとき人に助けてもらったら、必ず相手に感謝の気持ちを「ありがとう」という言葉で伝えま

しょう。
感謝の気持ちを言葉で伝えれば、相手も自分もよい気持ちになれます。

５０のルール［4１］ まちがいをすなおに認めよう
人の足を踏んでしまったり、人にぶつかってしまったりしたときは、すなおに、「ごめんなさい」を言

いましょう。
まちがいをすなおに認め、謝ることができれば、相手もきっと許してくれます。

５０のルール［42］ 人からもらった物に文句を言わない
もし、友だちにプレゼントをあげたのに、文句を言われたらどうですか。きっといやな気分になるは

ずです。
どんな物でも、プレゼントをしてくれた人の気持ちになって、ありがたくもらえば、お互い気持ちがよ

いものです。

５０のルール［43］ 困ったときは相談しよう
何か困ったことがあったときは、迷わずお父さん、お母さん、先生、友だちに相談しよう。
一人で考えて解決しなかったことも、みんなで考えればきっと解決するはずです。


